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中期経営計画「 POST100＆NEXT100 」の見直しについて

当社は2018年10月創業100周年を迎え、それを機に新たな100年に向けて、2019年4月に5か年中期経営計画

「 POST100＆NEXT100」をスタートさせ、各課題に対し、着実に取り組んでまいりました。

しかしながら、昨今の米中関係と世界情勢、未だ収束の目途が見えてこない新型コロナウイルス感染拡大防止対策、

自然災害や異常気象の影響等、当社を取り巻く事業環境の変化や各種施策の進捗状況等を総合的に勘案した結果、

中期経営計画「 POST100＆NEXT100 」における3～5年目に当る2021年度～2023年度施策の一部と計数計画を見

直すこととしました。

新しい中期経営計画「 POST100＆NEXT100 TRY-2023」では、当社グループは、変化し続ける世界市場に向けた

新技術・新製品の開発および販売体制の強化に取り組むとともに、よりグループとしての結束力を高め、私たち自身の

変革を実行し、環境の変化に対応してまいります。

引き続き、中長期的には日本経済の相対的な低下が予見されており、海外市場における確固たる地位確保への取組

みは急務となっています。さらに、情報化社会の劇的な進展、環境問題の深刻化、労働市場の変容などにより、当社を

取り巻く経営環境にも大きな変化が生じています。

このような環境認識のもと、主要課題として「世界市場での顧客満足の実現：顧客満足（CS）」、「すべての社員が活躍

できる働き方改革の実現：従業員満足（ES）」、「持続的成長に向けた経営体制の強化：社会満足（SS）」を掲げ、「お取

引先様」、「従業員」、「社会」 、「株主」など様々なステークホルダーとともに共通価値を創造して、ゆるぎない信頼を獲

得し、持続的な成長を実現してまいります。

2021年5月

代表取締役社長

小池英夫
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環境認識

1. 環境問題への取組強化に向けた世界的な要請

の高まり

2. 情報化社会の進展

3. 新型コロナウィルス感染拡大による世界的な事

業環境の変化

4. 世界経済の成長鈍化と国・地域ごとの爬行性の

拡大

5. 労働環境の変化と働き方改革の進展

6. リーマンショック以降続いてきた金融緩和路線の

修正

7. EV/FCVの普及と自動車関連産業の勢力図変容

8. 造船需要の伸び悩み

1. 世界における経済的勢力分布の大幅な変容

とグローバル経済規模の拡大（日本経済の相

対的低下）

2. 環境問題の深刻化

3. 脱炭素社会への取組進展

4. 情報化社会の劇的な進展

5. 当社の基盤顧客（造船・産業機械・建設機械）

の国内生産縮小

6. 新興国におけるガス市場の拡大と国内産業

ガス市場の縮小

7. 新興国の経済力向上と世界的な高齢者増加

に伴う医療市場の拡大

8. 加速度的な技術進歩に伴う労働市場の変容

9. 日本における労働人口減少に伴う働き方の

多様性拡大

短期～中期 ⾧期～超⾧期



中期経営計画「POST100＆NEXT100 TRY-2023」
として目指すもの
“社員一人ひとりが主体性をもって仕事に取組み、誇りをもって働ける会社”

CS : 顧客満足 世界市場における顧客満足の実現

ES : 従業員満足 すべての社員が活躍できる働き方改革の実現

SS : 社会満足 持続的成⾧に向けた経営体制の強化

より高度なCS、ES、SSを実現しさらに100年続く企業への進化



主要課題

Ⅰ.
世界市場での
顧客満足の実現
（CS : 顧客満足）

世界市場での顧客満足の実現

すべての社員が活躍できる
働き方改革の実現

持続的成⾧に向けた
経営体制の強化

① 魅力ある製品・サービスの供給
② 顧客利益向上への貢献
③ 顧客サービスの高度化

① プロフェッショナル人材の育成
② 成果主義に基づく評価制度の浸透と向上
③ 働きやすい職場環境の醸成

① ESG課題への積極的な取組
② グループ一体経営の促進
③ 収益力の強化

目標とする指標 連結売上高 経常利益率 ROE

2024年3月期(101期) ４７０億円 ６.０％ ４.５％

CS : 顧客満足

ES : 従業員満足

SS : 社会満足



主要課題Ⅰ 世界市場での顧客満足の実現

1 魅力ある製品・サービスの供給

1. 顧客ニーズをよりタイムリーにとらえた製品づくり

2. 顧客に感動を与えるより高付加価値な商材の創出

3. クレームを発生させないモノづくり

4. 幅広い顧客層に向け、価格訴求力のある製品の開発

5. サービス体制の充実による高度なメンテナンスの実現

6. 短納期を実現する受注体制と物流システムの効率化

2 顧客利益向上への貢献

1. 顧客本位の営業スタイル確立

2. IoT、ロボティクスを駆使したスマート工場による顧客利
益向上の実現

3 顧客サービスの高度化

1. クレーム対応窓口の一本化

2. CS向上運動の実施

3. 顧客対応窓口のオペレータ教育・支援の充実

4. 海外SE拠点設置、海外代理店サービスの強化

CS : 顧客満足



1 プロフェッショナル人材の育成

主要課題Ⅱ すべての社員が活躍できる働き方改革の実現

1. 若手職員の早期戦力化促進、全層向け職種別能力開
発促進

2. ビジネススキル向上を促す自己啓発・研修制度の充実

3. あるべき組織実現のための人員計画および人材育成
プランの実践

4. マネジメント層の意識改革、スキル開発

5. 営業事業所員の適正配置とローテーション人事の実施

6. 多様な人材の積極的活用

3 働きやすい職場環境の醸成

1. 女性の職域拡大や専門性を備えた人材の育成

2. 外国人スタッフ・シニア人材・障がい者が活躍できる企

業風土の醸成

3. 仕事と育児・介護の両立に向けた支援体制、勤務体制

の拡充

4. 効率的な業務処理による労働時間の縮減

5. 有給休暇取得率の向上、制度休暇の導入

6. セクハラ・パワハラを発生させない企業風土の構築

7. モラルサーベイ実施による客観的状況分析に基づく職

場環境改善2
成果主義に基づく
評価制度の浸透と改善

1. 経験・スキルを有する社員の意欲を高める人事制度
の構築

2. より客観的な評価を可能にする評価基準の明確化

3. 業務の専門化に応じた評価体系・キャリアパスの構築

4. 成果主義に基づく待遇改善

ES : 従業員満足



1 ESG課題への積極的な取組

主要課題Ⅲ 持続的成⾧に向けた経営体制の強化

1. 資本コスト、ステークホルダーの声を意識した経営の実践

2. コンプライアンス意識の浸透・定着化

3. 情報セキュリティの強化

4. 環境配慮型製品の提供、環境配慮型ビジネスモデル

への転換

SS : 社会満足

3 収益力の強化

1. 経営方針のグローバル化及び各拠点の情報共有化

2. 世界の全ての拠点一体化及び拠点ごとの機能最適化

3. グループ各社の事業基盤の拡充と連携強化

4. グループ会社間での戦略的人員配置の実施

5. 設計図面標準化とグローバルな共有化の実現

2 グループ一体経営の促進

1. 営業力強化、製品競争力強化によるトップラインの向上

2. 無駄の排除とグループ会社含めた多角的視点による

経費削減

3. クレームゼロの達成

4. 購買システム等の高度化による在庫管理の適正化

5. 不採算・低採算業務の抜本的見直しによる新たな価値

創造

6. 保有資産の有効活用

7. 効率的な業務運営体制構築

8. 国内営業拠点の効率化を含めた業務の抜本的な見直し

9. ロジスティック体制の整備、効率運用


